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社
会
的
割
引
率
の
修
正
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書 

 

政
府
は
、
令
和
二
年
三
月
三
日
「
衆
議
院
議
員
松
原
仁
君
提
出
社
会
的
割
引
率
の
修
正
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
」

（
内
閣
衆
質
二
〇
一
第
七
〇
号
）
に
お
い
て
、
「
社
会
的
割
引
率
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
公
共
事
業
の
事
業
期
間
や
整
備
さ

れ
た
社
会
資
本
の
供
用
期
間
の
長
さ
等
を
踏
ま
え
た
検
討
を
行
う
べ
き
と
考
え
て
い
る
」
と
答
弁
し
た
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
地
理
的
に
拡
大
し
、
長
期
的
継
続
が
見
込
ま
れ
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
中
で
、
国
内
外
の

経
済
活
動
に
も
大
き
な
負
の
影
響
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
安
倍
総
理
は
、
今
月
十
四
日
に
行
わ
れ
た
会
見
の
中

で
、
大
規
模
な
経
済
対
策
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
た
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
甚
大
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
倍
総
理
が
言
及
し
た
大
規
模
な
経
済
対
策
も
過
去
に

例
の
な
い
も
の
と
な
る
と
予
想
で
き
る
。
し
か
し
、
大
規
模
な
経
済
対
策
が
、
従
来
型
の
公
共
投
資
バ
ラ
マ
キ
型
に
な
る
よ
う

で
は
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
（
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
、
Ａ
ｐ
ｐ
ｌ
ｅ
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
、
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
の
各
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
以
下

「
米
国
」
と
い
う
）
企
業
の
頭
文
字
を
並
べ
た
も
の
で
あ
る
）
と
い
わ
れ
る
米
国
企
業
、
Ｂ
Ａ
Ｔ
（
Ｂ
ａ
ｉ
ｄ
ｕ
、
Ａ
ｌ
ｉ
ｂ

ａ
ｂ
ａ
、
Ｔ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
ｎ
ｔ
の
各
中
華
人
民
共
和
国
（
以
下
「
中
国
」
と
い
う
）
企
業
の
頭
文
字
を
並
べ
た
も
の
で
あ
る
）
と

い
わ
れ
る
中
国
企
業
が
、
国
際
的
影
響
力
を
増
し
て
い
る
中
で
、
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
経
済
の
埋
没
化
を
加
速
し
か
ね
な



 

２ 

 

い
危
険
性
が
あ
る
。
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
を
擁
す
る
米
国
と
、
Ｂ
Ａ
Ｔ
を
擁
す
る
中
国
が
、
国
際
社
会
に
お
い
て
大
き
な
政
治
的
影
響
を

与
え
る
と
と
も
に
、
経
済
的
影
響
力
を
高
め
て
い
る
の
は
、
産
業
構
造
の
転
換
に
柔
軟
に
対
応
で
き
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
大
規
模
な
緊
急
の
経
済
対
策
の
必
要
性
に
は
疑
い
の
余
地
が
な
い
が
、
同
時

に
、
長
期
的
視
野
に
立
っ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
選
択
的
強
化
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
戦
略
投
資
に
つ
い
て
も
政
策
効
果
が

高
い
と
見
込
ま
れ
る
経
済
対
策
を
官
民
協
力
の
下
で
行
う
べ
き
で
あ
る
。 

 

そ
こ
で
、
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。 

一 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て 

 

１ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
連
し
た
経
済
対
策
と
し
て
、
稼
働
率
が
大
き
く
落
ち
込
ん
で
い
る
ホ
テ
ル
業

界
に
対
し
て
、
無
症
状
病
原
体
保
有
者
を
一
時
的
に
隔
離
す
る
た
め
に
、
一
棟
で
借
り
上
げ
ら
れ
る
民
間
ホ
テ
ル
を
募
集

し
、
通
常
価
格
の
一
定
割
合
で
借
り
上
げ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
と
し
て
如
何
。 

 

２ 

前
記
質
問
１
に
関
連
し
、
救
済
措
置
と
し
て
、
一
棟
で
借
り
上
げ
た
ホ
テ
ル
に
対
し
、
弁
当
な
ど
食
事
の
供
給
を
通
じ

て
有
効
需
要
を
創
出
す
る
た
め
に
、
通
常
価
格
の
一
定
割
合
で
受
け
付
け
る
民
間
店
舗
を
募
集
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政

府
と
し
て
如
何
。 



 

３ 

 

 
３ 

現
在
、
欠
損
金
の
繰
越
控
除
を
す
る
法
人
は
、
原
則
と
し
て
、
繰
越
控
除
を
す
る
事
業
年
度
の
そ
の
繰
越
控
除
前
の
所

得
の
金
額
の
二
分
の
一
が
控
除
限
度
額
と
さ
れ
て
い
る
が
、
一
定
の
期
間
に
限
っ
た
上
で
、
こ
の
間
、
先
の
控
除
限
度
額

の
設
定
を
停
止
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
と
し
て
如
何
。 

 

４ 

二
○
二
○
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
延
期
に
伴
う
確
保
済
み
施
設
を
活
用
し
た
濃
厚
接
触
者
及
び
無

症
状
病
原
体
保
有
者
の
一
時
的
隔
離
政
策
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
と
し
て
如
何
。 

二 

長
期
的
視
野
に
立
っ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
選
択
的
強
化
に
つ
い
て 

 

１ 

経
済
対
策
と
し
て
、
長
期
的
視
野
に
立
っ
た
公
共
施
設
の
選
別
及
び
選
択
し
た
公
共
施
設
の
整
備
強
化
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
が
、
当
該
公
共
施
設
の
選
択
の
た
め
に
も
、
社
会
的
割
引
率
の
見
直
し
を
早
急
に
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
何
時
を

目
処
に
行
う
か
。
そ
の
タ
イ
ム
フ
レ
ー
ム
は
政
府
と
し
て
如
何
。 

三 

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
戦
略
投
資
に
つ
い
て 

 

１ 

経
済
対
策
の
中
で
、
戦
略
的
に
集
中
投
資
分
野
を
設
定
す
る
前
提
と
し
て
、
政
府
と
し
て
将
来
の
日
本
を
ど
う
あ
る
べ

き
と
捉
え
て
い
る
か
。 

 

２ 

安
倍
総
理
が
先
日
の
会
見
で
、
「
こ
れ
ま
で
に
な
い
発
想
で
、
思
い
切
っ
た
措
置
を
講
じ
」
る
旨
述
べ
て
い
た
よ
う



 

４ 

 

に
、
過
去
十
年
の
間
に
納
め
た
法
人
税
納
税
額
の
総
額
の
一
割
を
上
限
額
に
、
希
望
す
る
法
人
に
対
し
て
、
①
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ

ｎ
ｄ 

５
Ｇ
、
②
量
子
技
術
、
③
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
な
ど
特
定
の
戦
略
的
集
中
投
資
対
象
へ
の
投
資
資
金
に
充
当
し
、

自
発
的
将
来
投
資
を
促
す
た
め
の
無
議
決
権
無
配
当
型
優
先
株
に
よ
る
出
資
な
ど
、
思
い
切
っ
た
景
気
刺
激
策
を
行
う
こ

と
を
政
府
と
し
て
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
如
何
。 

 

３ 

前
項
質
問
１
及
び
２
の
実
効
性
を
担
保
す
る
た
め
に
、
東
京
二
十
三
区
を
新
事
業
創
出
特
区
と
し
て
指
定
し
、
①
Ｂ
ｅ

ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
、
②
量
子
技
術
、
③
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
な
ど
特
定
の
戦
略
的
集
中
投
資
対
象
分
野
に
対
す
る
規
制
を

大
規
模
に
緩
和
し
て
、
当
該
①
乃
至
③
に
関
連
す
る
新
事
業
創
出
を
強
力
に
後
押
し
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
と
し
て

如
何
。 

 

右
質
問
す
る
。 


